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Weekly Report
2025～2026年度クラブテーマ


会長 鈴木貞史 「仲間を増やし、手を携えて」

本日の例会:2026年5月29日 通算1800回 本年度 第35回 

場所：ANAｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 地下1F「オーロラ」


卓話：狂言と家元 大藏彌太郎先生

第1799回 例会報告 2026年5月22日

出席報告 会員46名 / 出席28名
ゲスト 藤堂栄子（卓話）、坂東弓子、牛島由利子　
ビジター 本瓦誠（福山南RC）　計4名（敬称略）
卓話 NPO法人EDGE 会長 藤堂栄子 氏
テーマ 学びに凸凹のある子どもたちの可能性と支援
NPO法人EDGE会長の藤堂栄子氏より、発達障害の一
つである「ディスレクシア（読み書き困難）」について卓
話をいただきました。ディスレクシアは人口の約8％に
存在するとされ、知的能力とは無関係であるにもかかわ
らず、周囲から理解されにくい現状があるとのお話でし
た。

卓話では、文字の読み替えを体験するワークも行われ、
参加者は「読むことの困難さ」や「理解できない不安」を
疑似体験しました。藤堂氏は、困難を“障害”ではなく“学
び方の違い”として捉える重要性を説かれ、デジタル技
術の進歩によって、多様な学びや表現方法が可能になっ
ていることを紹介されました。

また、NASAや企業経営者など、ディスレクシアの特性
を活かして活躍する事例にも触れられ、「他者と異なる
視点」が社会に必要な力であることを語られました。
ロータリーの理念にも通じる「地域社会への支援」につ
いて改めて考えさせられる、示唆に富んだ卓話でした。

（文責：石井敬介）

報告事項
メーキャップにて参加の福山南ロータリークラブの本
瓦さんとバナー交換をしました。

卓話者／藤堂さん 紹介者／西澤会員



鈴木会長 谷口幹事 長谷川会員

金山委員 倉成会員 岸会員

5月22日 15件／30,000円 　累計1,056,000円　多額の寄付を有難うございました。(敬称略)

鈴木貞史／石井謙次／谷口友保／長谷川毅／佐藤仁／穂苅裕久／金山驍／中森真紀子／岸利依子／小原健／河邉幸夫／高須康有
／岩上義明／入沢頼二／西澤民夫

ニコニコ メッセージ(抜粋/敬称略)

鈴木貞史　藤堂様、卓話たのしみにしておりました。ユミフラスタジオ代表坂東様、牛島様、最終例会楽しみにしています。

穂苅裕久　藤堂様、本日のお話たいへん楽しみにしておりました。長谷川さん、ニコニコ当番お疲れさまです。

西澤民夫　藤堂会長、本日は楽しみにしています。

中森真紀子　藤堂栄子会長、本日の卓話楽しみにしています。長谷川さん、ニコニコおつかれさまです。

岸利依子　藤堂様、本日はありがとうございます。卓話楽しみにしております。

今後の予定
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場所

地下1F「ギャラクシー」 
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国際文化会館

地下1F「オーロラ」 
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地下1F「オーロラ」 
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未定

事項

例会

例会

例会

夜間

例会

例会

例会

内容

白血病研究基金を育てる会　水谷 修紀 氏

イニシエーションスピーチ　末松寿朗 氏

本年度第６回・次年度第１回クラブ協議会

最終夜間例会（打ち上げ）

会長・副会長・幹事挨拶「新年度の挨拶」

元聖路加国際病院消化器・一般外科部長　

海道 利実氏
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